












要約:体外受精胚移植の多胎防止としては、確実に着床し、発生し健常生児になるための

卵の育生と移植する良好胚の選択であり、理想的には、1個だけ胚を子宮に戻せば良い。

しかし、現在のところ体外受精胚移植において、胚一個当たりの着床率は低い。これは、

受精した卵子の質も皆均一ではなく、胚の質にはかなりバラつきがあることを示している。

また胚の質は形態学的観察のみでは診断できないためでもある。

胚移植可能となる良好卵を多く採取することが出来れば、2 個以下の少数卵を胚移植する

機会が増えることになり、多胎を防止するとともに妊娠の機会を増やすことが可能となる。

そこで我々は良好卵を多く採取するための卵胞発育モニター法や、poorresponder から良

好な卵子を採取するための卵胞発育モニター法の検討および多胎妊娠の早期診断について

我々が行った研究の総括と欧米ならびに日本における文献的考察を行なった。インヒビン、

E2、progesterone,FSH,LH のホルモン測定は卵の質の向上、多胎防止のために役立ち、多

胎の早期診断にインヒビン、hCG、E2、progesterone,FSH,LH の他胎盤蛋白の測定も有用

であり今後この方面での研究が期待される。


